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 企業の強みを考える際には、経営学者ジェイ・バー
ニーが提唱する「VRIOフレームワーク」が参考にな
る。バーニーは、顧客にとって価値があり(Valuable)、
希少であり(Rare)、模倣しにくく(Inimitable)、かつ組
織的な取り組みがあること(Organization)が、持続
可能な「固有の強み」の条件であると述べている。


